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昭
和
四
十
七
年
三
月
十
七
日
提
出 

質

問

第

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

米
軍
の
「
核
も
ち
こ
み
」
及
び
「
直
接
出
撃
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
七
年
三
月
十
七
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

船 
 

田 
 
 

中 

殿 

 

提 

出 

者 
 

楢 

崎 

弥 

之 

助 

 

一 

 



 

政
府
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
米
軍
に
よ
る
日
本
国
内
へ
の
「
核
も
ち

こ
み
」
及
び
日
本
国
内
か
ら
の
「
直
接
出
撃
」
に
関
す
る
疑
義
に
つ
い
て
「
日
米
安
保
協
議
委
員
会
」
の
場
で
事
前
協

議
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
以
下
の
問
題
点
に
つ
い
て

も
当
該
日
米
安
保
協
議
委
員
会
で
確
認
の
上
回
答
ね
が
い
た
い
。 

一 

「
核
ぬ
き
」
と
は
、
ど
う
い
う
状
態
を
い
う
の
か
。 

二 

「
米
軍
は
、
核
兵
器
に
対
す
る
安
全
確
保
の
訓
練
は
た
え
ず
行
な
つ
て
お
り
、
こ
の
訓
練
は
在
日
米
軍
も
含

め
全
米
軍
で
統
一
基
準
（
取
扱
い
規
則
）
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
岩
国
に
核
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な

い
」
と
い
う
が
、 

 
ａ 

統
一
基
準
（
取
扱
い
規
則
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
、
「
正
式
名
称
」
「
制
定
年
月
日
」
「
適
用
範 

米
軍
の
「
核
も
ち
こ
み
」
及
び
「
直
接
出
撃
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

ｃ 

「
た
と
え
核
部
隊
が
駐
留
し
て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
が
核
兵
器
の
存
在
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い

う
が
、 

ｂ 

岩
国
基
地
以
外
の
米
軍
基
地
で
も
す
べ
て
安
全
確
保
訓
練
を
行
な
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
岩
国
以
外

の
在
日
米
軍
基
地
で
も
岩
国
基
地
の
よ
う
な
核
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
）
部
隊
が
駐
留
し
て
い
る
の
か
。 

ニ 

Ｎ
Ｂ
Ｃ
安
全
点
検
将
校
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
点
検
す
べ
き
対
象
す
な
わ
ち
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
の
出
入
が
あ 

ロ 

Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
の
ガ
ー
ド
兵
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ガ
ー
ド
す
べ
き
対
象
す
な
わ
ち
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。 

イ 

Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
が
現
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。 

囲
」
「
具
体
的
内
容
」
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ハ 

Ｎ
Ｂ
Ｃ
補
給
将
校
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
補
給
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
の
補
給
が
現
に
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
か
。 

四 

 



 

四 

岩
国
駐
留
の
第
七
対
諜
報
班
（7th C

ounterintelligence Team

―7thC
IT

）
は
い
か
な
る
部
隊
で
第
七
心

理
作
戦
部
隊
と
の
関
係
は
ど
う
か
。 

三 

米
軍
基
地
に
はM

ainside

とW
ingside

と
あ
る
が
、
岩
国
基
地
の
場
合
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ W

eapons

Section one
）
はW

ingside

の
第
十
五
飛
行
大
隊(

Ｍ
Ａ
Ｇ
―

15)

と
い
う
実
戦
部
隊
に
所
属
し
て
い
る
。 

ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｇ
―

15
は
一
九
六
九
年
九
月
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
よ
り
岩
国
に
引
き
あ
げ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
が
岩 

国
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
は
Ｍ
Ａ
Ｇ
―

15
と
と
も
に
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
よ
り
岩
国
に
引
き
あ
げ
て
き
た
の
か
。 

ａ 

Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
が
実
戦
部
隊
で
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｇ
―

15
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
た
ん
な
る
訓
練

部
隊
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

ｄ 

六
九
年
の
時
点
で
Ｍ
Ａ
Ｇ
―

15
の
所
属
で
あ
つ
た
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
は
現
在
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。 

ｂ 

岩
国
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
小
隊
は
い
つ
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｇ
―

15
に
編
入
さ
れ
た
の
か
。 

る
か
ら
こ
そ
安
全
点
検
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

五 
岩
国
基
地
に
な
ぜ
陸
軍
獣
医
（A

rm
y V

eterinary

）
が
い
る
の
か
、
山
羊
や
犬
の
世
話
を
す
る
た
め
で
は
な

い
か
。 

六 

米
軍
は
、
「
岩
国
基
地
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
オ
フ
ィ
ス
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
に
よ
る
緊
急
事
態
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
に 

関
し
て
米
軍
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
た
え
、
ま
た
特
に
防
衛
あ
る
い
は
安
全
訓
線
を
行
な
う
責
任
を
も
つ
部
局
」

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、 

七 

横
田
、
三
沢
、
厚
木
、
横
須
賀
、
佐
世
保
、
板
付
の
各
米
軍
基
地
専
用
電
話
帳
（
一
九
六
〇
年
か
ら
現
在
ま

で
）
を
調
査
の
上
、
岩
国
に
お
け
る
Ｎ
Ｂ
Ｃ
部
隊
と
同
様
の
部
隊
が
駐
留
し
た
事
実
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

ｃ 

「
核
兵
器
に
対
す
る
防
衛
の
責
任
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
責
任
を
果
す
た
め
の
具
体
的
行
動
は
何
か
。 

ａ 

「
緊
急
事
態
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
事
態
が
想
定
さ
れ
る
か
。
た
と
え
ば
相
手
国
に
よ
る
核
攻
撃
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

ｂ 

「
す
べ
て
の
問
題
」
の
中
に
相
手
国
の
核
攻
撃
に
対
す
る
報
復
核
攻
撃
（
第
二
撃
）
も
含
ま
れ
る
の
か
。 

六 

 



 

 

七 

八 
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
委
員
会
聴
聞
会
議
事
録
添
附
資
料
（
一
九
七
〇
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、 

1 
岩
国
駐
留
の
海
兵
隊
第
十
五
飛
行
大
隊
は
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
展
開
し
て
い
る
（
一
四
八
四
頁
）
。 

2 

日
本
か
ら
の
作
戦
行
動
―
岩
国
駐
留
の
Ｖ
Ｐ
―

17
は
、
厚
木
海
軍
航
空
基
地
駐
留
の
Ｖ
Ｑ
―

1
及
び 

 

Ｖ
Ｒ
Ｃ
―

50
（
第
五
十
輸
送
部
隊
）
と
と
も
に
日
本
か
ら
そ
の
作
戦
行
動
を
行
な
つ
て
い
る
（
同
頁
）
。 

と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
れ
が
事
実
な
ら
、
日
本
か
ら
の
直
接
出
撃
で
あ
り
、
現
実
に
戦
争
が
行
な
わ

れ
て
い
る
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
へ
の
作
戦
行
動
で
あ
る
か
ら
、
当
然
「
事
前
協
議
」
の
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、

ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


